
                   
令和２年１０月１９日　　令和２年度第６回流山市福祉施策審議会　　資料番号１－１

流 福 審 第  号  

令和２年１０月１９日  

 

流 山 市 長  井 崎  義 治  様  

 

流 山 市 福 祉 施 策 審 議 会       

会  長  鎌  田   洋  子       

 

 

第 ６ 次 流 山 市 障 害 者 計 画 及 び 第 ６ 期 流 山 市 障 害 福 祉 計 画 ・

第 ２ 期 流 山 市 障 害 児 福 祉 計 画 の 策 定 に つ い て （ 答 申 ）  

令 和 ２ 年 ５ 月 ２ ２ 日 付 け 流 社 第 １ ４ ２ 号 で 諮 問 の あ っ た こ の こ

と に つ い て 、 下 記 の と お り 答 申 し ま す 。  

記  

１  障 害 者 （ 児 ） 及 び そ の 家 族 が 身 近 な 地 域 で 相 談 で き る よ う 、

相 談 支 援 体 制 の 構 築 ・ 強 化 を 図 る と と も に 、 障 害 者 （ 児 ） 一 人

ひ と り の ラ イ フ ス テ ー ジ に 即 し た 支 援 が で き る よ う 、 地 域 共 生

社 会 の 実 現 に 向 け 、 地 域 に あ る 社 会 資 源 と の 連 携 を 図 り 、 切 れ

目 の な い 支 援 体 制 の 構 築 に 努 め て く だ さ い 。  

 

２  本 市 を 取 り 巻 く 人 口 増 、 と り わ け １ ８ 歳 未 満 人 口 の 著 し い 増

加 に 伴 い 、 障 害 児 も 増 加 し て い ま す 。 障 害 児 が 障 害 児 支 援 を 利

用 し て 地 域 の 保 育 ・ 教 育 が 受 け ら れ る よ う に す る こ と で 、 障 害

の 有 無 に か か わ ら ず 、 全 て の 児 童 が 共 に 成 長 で き る よ う 、 イ ン

ク ル ー ジ ョ ン の 考 え 方 に 基 づ き 、 地 域 社 会 へ の 参 加 を 推 進 し て

く だ さ い 。  

 

３  あ ら ゆ る 障 害 に 対 す る 差 別 を な く す た め 、 障 害 に 対 す る 理 解

を 深 め る 啓 発 活 動 を 行 う と と も に 、 障 害 者 （ 児 ） の 権 利 擁 護 体

制 を 確 立 す る た め の 事 業 を 推 進 し て く だ さ い 。  

 

４  親 亡 き 後 、 障 害 者 が 生 ま れ 育 っ た 地 域 で 安 心 し て 暮 ら し て い

け る よ う 、 日 中 活 動 の 場 及 び 居 住 の 場 を 確 保 ・ 整 備 し 、 障 害 の

あ る 子 を 持 つ 保 護 者 の 不 安 の 解 消 に 努 め て く だ さ い 。  

（ 案 ）  



 

５  全 て の 障 害 者 （ 児 ） が 、 地 域 で 生 活 し て い く 上 で 必 要 な 情 報

が 得 ら れ る よ う 、 個 々 の 障 害 に 即 し た 情 報 提 供 ・ 発 信 に 努 め て

く だ さ い 。 ま た 、 災 害 時 に も 情 報 が 行 き 渡 る 体 制 づ く り を 進 め

て く だ さ い 。  

 

６  本 計 画 に 基 づ き 障 害 福 祉 施 策 を 着 実 に 推 進 す る と と も に 、 本

計 画 の 進 捗 状 況 に つ い て の 把 握 ・ 点 検 ・ 評 価 を 行 い 、 目 標 の 達

成 に 努 め て く だ さ い 。  

ま た 、 障 害 福 祉 に 関 す る 制 度 に 変 化 が 生 じ た 場 合 は 、 障 害 者

（ 児 ） の 実 態 や ニ ー ズ の 把 握 に 努 め つ つ 、 必 要 に 応 じ て 本 計 画

の 見 直 し を 行 っ て く だ さ い 。  


